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旅
館
業
界
で
今
や
伝
説
と
な

っ
て
い
る
特
別
地
方
消
費
税

（
特
消
税
）
の
撤
廃
運
動
。
そ

の
税
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
の
が

平
成
８
年
暮
れ
。
今
か
ら
１０
年

以
上
前
の
話
だ
。
し
た
が
っ
て

業
界
の
要
職
に
い
る
人
で
も
、

こ
の
運
動
を
体
験
し
て
い
な
か

っ
た
り
、
目
の
当
た
り
に
し
て

い
な
い
と
い
う
人
も
少
な
く
な

く
な
っ
た
。

特
消
税
と
は
、
通
常
の
消
費

税
に
加
算
し
て
か
け
ら
れ
る
特

別
な
税
金
の
こ
と
。
旅
館
・
ホ

テ
ル
で
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

飲
食
を
し
た
場
合
、
消
費
税
３

％
（
平
成
元
〜
８
年
度
。
９
年

度
か
ら
５
％
）
に
加
え
、
３
％

の
特
消
税
が
徴
収
さ
れ
て
い

た
。免
税
点
が
あ
る
も
の
の（
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
最
終

的
に
宿
泊
１
万
５
千
円
、
飲
食

７
５
０
０
円
）
、
宿
泊
や
飲
食

を
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
余

計
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
た

わ
け
だ
。

特
消
税
の
歴
史
は
昭
和
１４
年

ま
で
遡
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

や
第
２
次
大
戦
の
戦
費
調
達
と

奢
侈
（
し
ゃ
し
）
的
消
費
抑
圧

の
た
め
、
当
時
の
政
府
が
「
遊

興
飲
食
税
」
を
創
設
し
た
の
が

発
端
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
同
税
は
「
料
理
飲
食

等
消
費
税
」
「
特
別
地
方
消
費

税
」
と
時
代
と
と
も
に
名
前
を

変
え
、
税
率
の
引
き
下
げ
や
免

税
点
の
引
き
上
げ
が
あ
り
な
が

ら
も
、延
々
と
存
続
し
て
き
た
。

特
消
税
が
地
方
自
治
体
の
財
源

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

当
時
の
自
治
省
サ
イ
ド
が
廃
止

に
反
対
し
て
い
た
か
ら
だ
。

旅
館
業
界
は
「
消
費
税
が
導

入
さ
れ
、
様
々
な
間
接
税
が
統

合
・
廃
止
さ
れ
る
中
、
な
ぜ
か

宿
泊
・
飲
食
の
税
金
だ
け
が
存

続
し
て
い
る
。
２
ケ
タ
の
高
率

の
間
接
税
の
対
象
だ
っ
た
毛
皮

や
宝
石
な
ど
の
ぜ
い
た
く
品
で

さ
え
３
％
に
な
っ
た
の
に
、
な

ぜ
宿
泊
・
飲
食
だ
け
６
％
（
３

％
＋
３
％
）も
取
ら
れ
る
の
か
」

と
反
発
。
そ
の
不
公
平
さ
、
差

別
感
を
訴
え
た
。

消
費
税
と
特
消
税
の
「
二
重

課
税
」
で
重
税
感
を
持
た
れ
る

宿
泊
・
飲
食
。
そ
ん
な
中
で
平

成
５
年
、
当
時
の
連
立
政
権
が

所
得
税
減
税
の
財
源
に
、
消
費

税
率
の
ア
ッ
プ
を
打
ち
出
し

た
。
３
％
の
消
費
税
を
４
％
に

し
、
新
設
す
る
１
％
の
地
方
消

費
税
と
合
わ
せ
て
５
％
の
税
金

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
実

現
す
れ
ば
、
宿
泊
・
飲
食
の
場

合
、
消
費
税
５
％
プ
ラ
ス
特
消

税
３
％
の
計
８
％
の
重
税
が
の

し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

旅
館
業
界
は
当
然
反
発
。「
今

度
は
消
費
税
、
地
方
消
費
税
、

特
消
税
の
『
三
重
課
税
』
に
な

る
」
と
し
て
、
同
年
、
旅
館
３

団
体
税
制
対
策
委
員
会
に
「
特

消
税
対
策
小
委
員
会
」を
設
置
。

委
員
長
に
は
小
原
健
史
氏
、
現

在
の
全
旅
連
特
別
顧
問
（
全
旅

連
前
会
長
）
が
就
任
し
た
。

小
委
で
は
マ
ス
コ
ミ
や
消
費

者
を
意
識
し
た
運
動
を
展
開
。

全
国
各
地
で
の
街
頭
署
名
活
動

や
国
会
へ
の
請
願
活
動
を
行
っ

た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
り
、
平
成

７
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に

「
特
消
税
は
平
成
９
年
の
地
方

消
費
税
導
入
ま
で
に
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見
直

し
す
る
」
と
の
文
言
を
取
り
付

け
た
。

�
勝
負
の
年
�
を
意
識
し
て

小
委
は
平
成
７
年
、
「
特
消
税

対
策
本
部
」
に
強
化
・
改
組
。

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
活

動
を
始
め
た
。

特
消
税
を
巡
る
活
動
の
中
で

最
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の

は
、平
成
８
年
３
月
２６
日
の「
平

成
女
将
四
十
七
姉
討
ち
入
り
デ

モ
」
だ
ろ
う
。
忠
臣
蔵
の
四
十

七
士
に
扮
し
た
全
国
の
旅
館
女

将
が
国
会
議
事
堂
周
辺
を
パ
レ

ー
ド
。
そ
の
模
様
は
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
一
般
マ
ス
コ
ミ
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

小
紙
で
は
特
消
税
の
撤
廃
運

動
が
佳
境
に
入
っ
た
平
成
７
年

か
ら
、
紙
面
で
大
々
的
に
「
主

張
」「
提
言
」
を
展
開
。
「
今
、

な
ぜ
特
消
税
撤
廃
な
の
か
」「
運

動
の
成
否
は
旅
館
経
営
者
の
認

識
と
資
金
面
で
の
協
力
に
か
か

っ
て
い
る
」
と
、
業
界
内
で
の

一
体
感
を
訴
え
続
け
た
。

特
に
資
金
面
で
の
協
力
を
繰

り
返
し
主
張
。
運
動
資
金
の
調

達
で
窮
地
に
陥
っ
た
対
策
本
部

を
物
心
両
面
で
援
助
し
た
。

業
界
挙
げ
て
の
運
動
が
功
を

奏
し
、
平
成
８
年
１２
月
１７
日
、

「
特
消
税
の
平
成
１１
年
度
限
り

で
の
廃
止
」
が
決
定
し
た
。
平

成
９
年
の
新
年
号
、小
紙
は「
つ

い
に
や
っ
た
�
業
界
パ
ワ
ー
�」

の
見
出
し
で
、
税
を
巡
る
最
終

局
面
で
の
、
自
民
党
税
制
調
査

会
内
で
の
廃
止
派
と
存
続
派
の

激
し
い
攻
防
を
克
明
に
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

「
２１
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
」
と
言
わ
れ
る
観
光
だ

が
、
そ
こ
に
行
き
着
く
ま
で
の
道
筋
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
業
界
を
揺
る
が
す
問
題
が
発
生
す
る
た
び
、
小
紙

は
紙
面
を
利
用
し
て
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
解
決
に

向
け
て
業
界
内
の
意
思
統
一
、
士
気
高
揚
を
図
っ
た
。
創
刊

２
５
０
０
号
に
当
た
り
、
小
紙
が
過
去
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展

開
し
て
き
た
「
特
別
地
方
消
費
税
撤
廃
」
と
「
観
光
立
国
実

現
」
の
２
つ
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
、
そ
の
経
緯
を
振
り
返

っ
て
み
る
。

�
旅
館
パ
ワ
ー
�
を
結
集

不
公
平
税
制
の
廃
止
勝
ち
取
る

自民党本部で特消税廃止の総決起大会。多くの議員を前に廃止へ向けて気勢を上げる

「女将四十七姉」の国会議事堂周辺のデモ行進。一般
マスコミにも大きく取り上げられた（上・下とも）

廃止が決まりバンザイする稲葉安久全旅連会長
（当時）ら

http://www.yamaguchikan.co.jp
http://www.sansuiso.jp
http://www.kanyo.co.jp
http://www.manza.co.jp
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昨
年
１０
月
１
日
、
業
界
待
望

の
「
観
光
庁
」
が
発
足
し
た
。

「
２１
世
紀
は
観
光
の
時
代
」
と

言
わ
れ
る
中
で
、
強
力
な
推
進

体
制
が
い
よ
い
よ
整
っ
た
。

観
光
庁
は
国
土
交
通
省
の
外

局
と
し
て
発
足
。
長
官
を
ト
ッ

プ
に
、
次
長
、
審
議
官
、
観
光

地
域
振
興
部
長
の
幹
部
４
人
、

６
課
４
室
、
２
参
事
官
を
配
し

た
体
制
だ
。
予
算
定
員
１
０
３

人
。
従
来
の
国
交
省
観
光
部
門

７９
人
か
ら
拡
充
さ
れ
た
。

観
光
庁
の
使
命
は
「
観
光
立

国
の
実
現
」
。
ま
ず
、
観
光
立

国
推
進
基
本
計
画
で
掲
げ
た
５

つ
の
数
値
目
標
「
１
・
２
・
３

・
４
・
５
」
（
�
訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
１
千
万
人
に
す
る
�

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
を
年
間

２
千
万
人
に
す
る
�
国
内
の
観

光
旅
行
消
費
額
を
３０
兆
円
に
す

る
�
日
本
人
１
人
当
た
り
の
国

内
観
光
宿
泊
旅
行
を
年
間
４
泊

に
す
る
�
国
際
会
議
の
開
催
件

数
を
０５
年
比
で
５
割
以
上
増
や

す
）
の
、
２
０
１
０
年
度
ま
で

の
達
成
を
目
指
す
（
�
は
２
０

１
１
年
度
ま
で
）
。
さ
ら
に
訪

日
外
国
人
旅
行
者
に
関
し
て

は
、
２
０
２
０
年
に
２
千
万
人

に
す
る
中
長
期
目
標
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

観
光
庁
（
省
）
の
設
置
は
、

長
く
業
界
内
で
待
望
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
機
運
が
一
気
に
盛

り
上
が
っ
た
の
は
２
０
０
３

年
。
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相

が
施
政
方
針
演
説
で
観
光
に
言

及
、
訪
日
旅
行
者
を
倍
増
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
て
か
ら
だ
。
そ

の
後
、
観
光
立
国
行
動
計
画
の

策
定
、
観
光
基
本
法
の
改
正
、

観
光
立
国
推
進
基
本
法
の
成

立
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

の
策
定
な
ど
、
観
光
に
関
す
る

政
策
が
矢
継
ぎ
早
に
な
さ
れ
、

昨
年
４
月
２５
日
、
「
国
土
交
通

省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
。
観
光
庁
の

設
置
が
正
式
決
定
し
た
。

小
紙
で
は
２０
年
以
上
に
わ
た

り
、
「
２０
世
紀
は
モ
ノ
づ
く
り

の
時
代
、
２１
世
紀
は
人
々
の
心

を
い
や
す
観
光
の
時
代
」
と
、

観
光
が
２１
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
主
張
。

観
光
行
政
の
要
職
に
あ
っ
た
当

時
の
運
輸
相
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
、
「
観
光
立
国
の
実

現
」「
観
光
庁（
省
）の
創
設
」の

必
要
性
を
訴
え
続
け
て
き
た
。

観
光
の
重
要
性
を
最
も
理
解

し
て
い
た
要
人
の
ひ
と
り
が
運

輸
政
務
次
官
、
運
輸
相
、
経
済

産
業
相
な
ど
を
歴
任
し
た
二
階

俊
博
氏
だ
ろ
う
。
二
階
氏
は
１

９
９
４
年
、
運
輸
政
務
次
官
時

代
に
小
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
適
切
な
時
期
に
（
観
光
立
国

を
）
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
言
及
。
ま
た
２
０
０
０
年
１

月
の
運
輸
相
時
代
は
「
観
光
産

業
は
２１
世
紀
の
基
幹
産
業
に
な

る
だ
ろ
う
」
「
国
際
的
な
観
光

交
流
の
拡
大
へ
関
係
者
が
奮
起

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。

観光関係団体会長連絡会議が０７年４月、国交省の柴田耕介総
合観光政策審議官（当時）を訪問、観光立国推進基本計画に観
光庁の設置を明記するよう求めた

目
標
達
成
へ
推
進
体
制
が
整
う

待
望
の「
観
光
庁
」発
足

観光関係１６団体主催の「観光立国を推進する集い」（０８年７月）。観光庁発足を機に観光立国実
現へ一致協力する姿勢を示す

http://www.kaike-grandhotel.co.jp
http://www.hotel-futaba.com
http://www.keiunkan.co.jp
http://www.hananoyu.co.jp

